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要 約 

目的 被爆後の体重増加による放射線影響感受性の変化の有無を検討するために、原爆被爆

者の結腸がんリスクについて調査した。 

方法 2002 年までに行われた定期的な郵便調査から自己申告の身体計測データが得られた日

本人原爆被爆者 56,064 人のうち、1,142 人が結腸がんと診断された。我々は、ポアソン回帰を用い

て、放射線に関連する結腸がんリスクへの肥満度（BMI）と身長の影響を評価した。 

結果 この調査の対象者 56,064 人と日本人原爆被爆者集団全体については同じような線形線量

反応関係が観察された（1 グレイ［Gy］当たりの過剰相対リスク［ERR］ = 0.53、95％信頼区間［CI］: 

0.25–0.86）。最初に報告されたBMIの上昇、結腸がん診断に最も近い時期に報告されたBMI、お

よび時間に伴う BMI の変動は結腸がんリスクの増加に関連していた（各々の BMI 増加 5 kg/m2 当

たりの相対リスク［RR］ = 1.14、95％ CI: 1.03–1.26; RR = 1.16、95％ CI: 1.05–1.27; RR = 1.15、

95％ CI: 1.04–1.27）。身長は結腸がんリスクと有意に関連していなかった。モデルに身体計測変数

を含めても放射線リスク推定値にほとんど影響はなく、結腸がんリスクに対する放射線影響への感

受性が BMI に依存するという証拠はなかった。 

結論 放射線被曝と BMIは両方とも結腸がんのリスク因子である。原爆被爆後の様々な時期にお

けるBMIは放射線量と結腸がんリスクの関係に有意な影響を与えておらず、結腸がんリスクに対す

る BMI と放射線の影響は互いに独立していることが示唆された。 
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